
受験番号

2025 年度総合型選抜 

小  論  文 

注 意 事 項 

１．試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。 

２．問題冊子は７ページあります。 

３．試験時間は 90 分間です。 

４．問題冊子と解答用紙、下書き用紙の所定の欄に受験番号を記入してくださ

い（氏名は記入しないでください）。

５．問題冊子と解答用紙に印刷不鮮明や落丁などがある場合は、手を挙げて監督

員に知らせてください。 

６．試験中に気分が悪くなったときは、手を挙げて監督員の指示に従ってくださ

い。 

７．問題冊子と解答用紙、下書き用紙は試験終了後にすべて回収します。



以下の文章を読み、課題（１～３）に答えなさい。 

 1990 年代以降の高齢者（65歳以上の者）の急速な増加や世帯構造の変化を受け、高齢者
介護を家族の力に頼るだけでなく、社会全体で支える必要性が高まってきた。そこで、2000
年に社会保険の一つとして介護保険制度が導入されることになった。社会保険とは、公的年
金や医療保険のように、「特定のリスク」に備えて国民が保険料を負担し、リスクが発生し
た場合に給付を受ける仕組みである。介護保険の「特定のリスク」は主に、「介護が必要な
状態になるリスク」と考えることができる。介護保険の受給を申請して審査を受け、介護が
必要と認定（介護認定）されれば、給付が受けられる。 
 介護保険では、自宅で受ける介護（訪問介護）や施設に通って受ける介護（通所介護）、
施設に入所して受ける介護（入所介護）などについて、サービスの給付がある。また、給付
に際しては、介護支援専門員（ケアマネージャー）が、介護を受ける人に応じたサービス内
容の調整などをおこなっている。 
このような介護保険の導入によって、介護サービスを提供する事業者は増加し、介護に用

いる器具や技術の向上、サービスの多様化が進んだ。一方で、介護サービスに従事する人の
数が不足しているという問題も生じた。人口減少を受けて日本社会全体が労働力不足に危
機感をつのらせる中、介護業界においても、このままでは介護サービスに従事する人の確保
がさらに難しくなるのではないかという声もある。 

課題１   
 図１～図３を用いて、介護サービスに対する需要の今後の動きを予測しなさい。その際、
図のうち少なくとも２つから数値を引用すること。また、どの図からの引用なのかを示すこ
と（例：「図１によれば○○は△△である。」、「〇〇は△△である（図１）。」等）。（300 字以
内） 

課題２  
 介護サービスに従事する人の数が不足しているという点について、表１、図４、図５など
を用いて説明しなさい。その際、表１、図４、図５のうち少なくとも２つから数値を引用す
ること。また、どの図・表からの引用なのかを示すこと。（例：「表１によれば○○は△△で
ある。」、「〇〇は△△である（表１）。」等）。（300 字以内） 

課題３ 
 介護サービスに従事する人の不足を軽減するための策として、どのようなことが考えら
れるか。表２～５を必ず参照して、あなたの考えを述べなさい。また、どの表を参照したの
か示すこと。（例：「表２によれば」、「〇〇である（表２）。」等）。（200 字以内） 
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図１ 65 歳以上人口の推移と将来予測（2025～2050 年） 
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（出典）国立社会保障人口問題研究所「人口統計資料集(2024)」 

図２ 65 歳以上の人がいる世帯の構成の推移（1988～2023 年） 
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（出典）厚生労働省「2023 年 国民生活基礎調査の概況」第 2表より作成。 
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図３  介護保険で介護認定された人の推移（2000～2020 年） 
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（出典）内閣府「令和５年版高齢社会白書」図 1-2-2-5 「第 1 号被保険者（65 歳以上）の要介護度別認定者
数の推移」より作成。 

図４  介護サービス従事者数の推移（2000～2021 年） 

2000 01 02 03 04 05 06 07 08 09 2010 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 2021

通所＋入所 36.9 39.8 44.7 50.7 59.6 67.3 74.4 80.5 86.2 94.1 99.5 105.2 114.5 120.5 125.7 130.3 131.9 135.9 139 142 144 145.1

訪問介護 18 23.7 27.7 34.2 36.8 41.3 39.7 39.1 37.1 42.3 43.2 45.8 48.5 50.2 50.7 52.8 51.4 50.8 55.5 54 53.6 54.8
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（注）通所＋入所は、通所介護と入所介護の合計。 
（出典）内閣府「令和５年版高齢社会白書」図 1-2-2-11「介護職員数の推移」より作成。 
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表１  介護職員数に対する介護事業者の意識 

（単位：％）

大
い
に
不
足

不
足

や
や
不
足

適
当

過
剰

訪問介護員 31.3 28.4 21.7 18.5 0.1

介護職員 13 21.7 31.2 33.1 0.9

全体でみた場合 12.1 21.9 30.7 35 0.3

（注）この調査の「訪問介護員」とは自宅などに訪問しておこなう介護サービスに従事する人、また「介護職
員」は施設での介護サービス（通所介護や入所介護）に直接従事する人を指す。 
（出典）公益財団法人介護労働安定センター「令和５年度介護労働実態調査―事業所における介護労働実態調
査 結果報告書」から「当該職がいると答えた事業所の過不足状況の分布」  

図５ 介護サービス従事者の有効求人倍率（※） （2004～2022 年） 

※有効求人倍率は、仕事を探している人１人に対し、何件の仕事が提示されるかを示す指標。たとえば仕事を探
している人が 10 人いたとき、募集が 10 件あれば有効求人倍率は１倍、募集が 12 件あれば 1.2 倍になる。 

2004 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 2022

介護サービス 1.1 1.38 1.68 2 2.31 1.48 1.31 1.58 1.74 1.82 2.22 2.59 3.02 3.5 3.9 4.2 3.99 3.64 3.71

全産業 0.8 0.92 1.02 1 0.84 0.44 0.48 0.59 0.72 0.83 0.97 1.08 1.22 1.35 1.45 1.45 1.08 1.03 1.16
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（注）数値は年平均。 
（出典）内閣府「令和５年版高齢社会白書」図 1-2-2-12（介護関係職員の有効求人倍率）より作成。 
（元資料）厚生労働省「職業安定業務統計」うち「介護関係職員」および「全産業」 
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表２  介護サービス従事者の賃金と全産業との比較 

（単位：万円）
介護職員（医療・
福祉施設等）

訪問介護従事者 全産業の平均

2022年の平均年収 371.1 367.9 498.9

2017年の平均年収 332.3 327.8 493.7

2012年の平均年収 306.6 277.4 470.9

（注１）企業規模 10 人以上の企業で働く「介護職員（医療・福祉施設等）」と「訪問介護従事者」を対象とす
る。 
（注２）2012 年および 2017 年の調査結果では福祉施設介護員を「介護職員」、またホームヘルパーを「訪問介
護従事者」として計算。 
（出典）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」より作成。 

表３  介護サービス従事者の現在の仕事に対する悩み、不安、不満 

（単位：％）
選択した人の
割合

人手が足りない 49.9
仕事内容のわりに賃金が低い 37.5
身体的負担が大きい（腰痛や体力に不安がある） 29.3
福祉機器の不足、機器操作の不慣れ、施設の構造に不安がある 22.5
精神的にきつい 22.5
有給休暇が取りにくい 20.5
業務に対する社会的評価が低い 20.4
休憩が取りにくい 17.9
夜間や深夜時間帯に何か起きるのではないかと不安がある 13.5

（注）調査項目のうち、選択した人が多いものを一部抜粋。 
（出典）公益財団法人介護労働安定センター「令和５年度介護労働実態調査―介護労働者の就業実態と就業意
識調査 結果報告書」 
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表４ 介護サービス従事者が現在の仕事を選んだ理由 

（単位：％）
選択した人の
割合

働き甲斐のある仕事だと思ったから 42.3
今度もニーズが高まる仕事だから 26.6
人や社会の役に立ちたいから 27.4
域外・社会参加のため 10.3
お年寄りが好きだから 19.0
身近な人の介護の経験から 15.7
身近に介護関係の仕事をしている人がいたから 13.5
資格・技能が活かせるから 29.5
介護の知識や技能が身につくから 16.6
給与等の収入が多いから 4.3
自分や家族の都合のよい時間（日）に働けるから 12.2
他によい仕事がないため 7.4
その他 4.7
特に理由は無い 4.1

（出典）公益財団法人介護労働安定センター「令和５年度介護労働実態調査―介護労働者の就業実態と就業意
識調査 結果報告書」 

表５  介護サービス従事者の現在の仕事に対する満足度 

（単位：％）
満足 やや満足 普通 やや不満足 不満足

仕事の内容・やりがい 18.1 28.3 36.5 5.6 2.8
キャリアアップの機会 8.1 13.7 52.0 10.2 6.1
賃金 7.7 13.7 30.6 22.6 16.8
労働時間・休日等の労働条件 15.8 17.2 36.6 14.3 7.3
勤務体制 13.3 14.3 39.6 16.5 7.4
人事評価・処遇のあり方 8.9 12.4 43.9 16.2 9.3
職場の環境 15.4 19.5 39.0 11.9 5.3
職場の人間関係、コミュニケーション 18.9 23.6 34.9 9.8 4.0
雇用の安定性 16.3 17.9 43.6 9.1 4.1
福利厚生 10.7 14.2 44.2 14.0 7.7
教育訓練・能力開発のあり方 6.0 11.0 50.9 14.9 7.6
職業生活全体 8.6 15.1 51.8 10.6 4.6

（注）四捨五入しているため合計が 100 にならないことがある。 
（出典）公益財団法人介護労働安定センター「令和５年度介護労働実態調査―介護労働者の就業実態と就業意
識調査 結果報告書」 
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